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�お知らせ�
※なお、入賞作品および第一次審査通過作品は、１０月２２日�から１１月３０日�まで、吉備川上ふれあい漫画美術館
（川上町地頭）で展示します。■問い合わせ　教育委員会川上分室　（�４８―２２０３）

タイトル住　所氏　名賞

月に向って打て大阪府野中　福雄�大　 賞

挑戦京都府榊原　太朗�優 秀 賞
（富永一朗賞）

位置について～　よーい！愛知県加藤　量章�審 査 員 賞
（出光永賞）

滝のしゅ行でラッキー東京都大澤　華子�審 査 員 賞
（多田ヒロシ賞）

チャレンジ岡山市山本　郁子�審 査 員 賞
（山田清香賞）

新記録にむけてジャー
ンプ

井原市高木　理世�審 査 員 賞
（平井一雄賞）

蛇（じゃあ）切るぞー！高梁市川上町日向　泰基�審 査 員 賞
（南一平賞）

無題高梁市宇治町黒川　裕子�
ジュニア

佳　

作

生まれたてのカエルの初飛行高梁市川上町田中　樹里�

楽しく挑む東京都宮掘　武四郎�
一　 般

バレないように…倉敷市朝比奈　　泉�

プロよりうわ手埼玉県宇佐見セツ夫�

シ
ル
バ
ー
賞

チャレンジ神奈川県高橋　隆三�

組閣－改革へのチャレンジ－北海道霜村　英靖�

毎朝がチャレンジ！千葉県吉永　文治�

負けず嫌い東京都中原　ミキオ�

「八十八歳」で初挑戦高梁市津川町三村　悦公�
高
梁
市
民
賞

きらいな野菜にチャレンジドン！高梁市下谷町大和　幸子�

なんでも食べよう！高梁市落合町平本　早惠�

初めての山のぼり高梁市川上町赤木　啓子�

第１５回吉備川上漫画グランプリ入賞結果（敬称略）

☆漫画館ニュース☆
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野中福雄�　大阪府　月に向って打て

日向泰基�　川上町下大竹
蛇（じゃあ）切るぞー！

田中樹里�　川上町地頭
生まれたてのカエルの初飛行

黒川裕子�　宇治町穴田　無題赤木啓子�　川上町高山　初めての山のぼり平本早惠�　落合町阿部　なんでも食べよう！

大和幸子�　下谷町
きらいな野菜にチャレンジドン！

三村悦公�　津川町今津
「八十八歳」で初挑戦
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を
残
し
て
い
る
町
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
の
藩
校
「 
有  
終  
館 
」
が
「
中
之
丁
」
の
紺
屋

ゆ
う 
し
ゅ
う 
か
ん

谷
川
に
面
し
た
位
置
（
現
･
高
梁
幼
稚
園
）に
あ
り
ま
し
た
。延

享
三
（
一
七
四
六
）
年
、
初
代
板
倉 
勝  
澄 
に
よ
っ
て
本
丁
（
現
･

か
つ 

ず
み

内
山
下
）
に
設
け
ら
れ
て
い
た
学
問
所
が
四
代
板
倉 
勝  
政 
の

か
つ 

ま
さ

時
、「
有
終
館
」
と
名
付
け
ら
れ
藩
校
と
な
り
ま
し
た
が
、
天
保

三
（
一
八
三
二
）
年
の
大
火
で
焼
失
し
た
た
め
、
当
時
の
学
頭
だ

っ
た
奥
田 
楽  
山 
に
よ
っ
て
「
中
之
丁
」
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。そ

ら
く 

ざ
ん

れ
か
ら
後
、
天
保
一
〇
（
一
八
三
九
）
年
二
月
の
大
火
に
よ
っ
て

再
び
焼
失
し
た
た
め
学
頭
だ
っ
た
山
田
方
谷
に
よ
っ
て
再
建
さ

れ
以
後
、
松
山
藩
の
教
育
発
展
の
中
心
と
な
り
明
治
四
（
一
八

七
一
）
年
ま
で
続
き
ま
し
た
。こ
の
「
有
終
館
」
に
は
講
堂
や
聖

廟
、
剣
道
の
道
場
、
そ
し
て
門
長
屋
な
ど
の
施
設
が
整
い
、
県
下

で
も
有
名
な
藩
校
で
し
た
。
今
で
も
山
田
方
谷
の
手
植
の
松
と

伝
え
ら
れ
る
大
き
な
松
が
高
梁
幼
稚
園
に
残
っ
て
い
ま
す
。「
中

之
町
」
と
い
う
地
名
は
、
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
の
町
に
見
ら
れ
る

親
し
み
や
す
い
地
名
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　

高
梁
の
「
中
之
町
」
は
近
世
松
山
城
下
町
時
代
の
家
中
屋
敷

町
の
名
を
、
そ
の
ま
ま
と
ど
め
た
地
名
な
の
で
す
。池
田
氏
の
時

代
に
な
っ
て
城
下
の
家
中
屋

敷
町
が
外
堀
に
見
立
て
ら

れ
て
い
た
紺
屋
谷
川
を
越
え

て
南
に
広
が
っ
た
時
代
に
付

け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の

頃
に
「
家
中
屋
敷
町
の
中
央

に
位
置
し
て
い
る
町
」
を
表

し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
「
地
理
的
中
央
」
の
意
や

「
政
治
･
経
済
の
中
心
」と
い

う
意
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
、
位
置
を
示
す
地
名
の

一
つ
な
の
で
す
。

　
　

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

十
二
、
中
之
町

　

高
梁
の
町
に
「
中
之
町
」
の
地
名
を
持
つ
町
筋
が
あ
り
ま
す
。

紺
屋
谷
川
に
面
し
た
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
の
前
の
住
之
江
橋
を

渡
っ
た
と
こ
ろ
、
左
隅
の
高
梁
幼
稚
園
か
ら
北
へ
の
町
で
あ
り
ま

す
。
南
は
紺
屋
谷
川
、
北
は
御
前
町
へ
通
じ
る
美
濃
部
坂
を
隔

て
石
火
矢
町
、
そ
し
て
「
中
之
町
」
の
通
り
を
突
き
当
た
り
、
左

に
折
れ
て
北
へ
と
つ
な
が
る
町
は
片
原
町
、
東
は
頼
久
寺
町
、
西

に
は
新
町
通
り
が
並
行
し
て
い
ま
す
。

　

「
中
之
町
」は
、江
戸
時
代
に
は「
中
之 
丁 
」と
書
か
れ
松
山
城

ち
ょ
う

下
町
時
代
の 
上 
家
中
屋
敷
（
紺
屋
谷
川
以
北
の
家
中
屋
敷
）
町

か
み

の
一
つ
で
、
中 
堅 
武
士
の
屋
敷
地
で
し
た
。江
戸
時
代
初
期
の 
元 

け
ん 

げ
ん

 
和 
三
（
一
六
一
七
）
年
小
堀
氏
に
替
わ
っ
て
、
鳥
取
か
ら
六
万
五

な千
石
で
入
国
し
た
池
田
備
中
守
長
幸
の
時
に
取
り
立
て
ら
れ

た
町
で
し
た
。
こ
の
時
代
は
家
臣
団
も
増
加
し
、
御
根
小
屋
を

中
心
と
し
た
家
中
屋
敷
町
も
内
堀
と
い
わ
れ
た
小
高
下
川
（
上

谷
川
）
や
外
堀
と
い
わ
れ
た
紺
屋
谷
川
を
越
え
て
東
や
南
へ
と

広
が
り
、城
下
町
拡
張
の
時
代
を
迎
え
た
頃
で
し
た
。

　

「
中
之
町
」
の
南
、
紺
屋
町
と
の
境
付
近
に
は
門
を
設
け
た

り
、
町
の
北
の
端
で
町
通
り
を
直
角
に
屈
折
さ
せ
て
見
通
し
を

悪
く
し
た
り
、城
下
町
の
防
備
を
考
え
た
町
で
し
た
。

　

元
禄
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
頃
の
「
中
之
丁
」
は
、

「
長
さ
一
丁
二
十
間
、
家
数
十
二
軒
、
百
三
十
石
、
稲
川
新
介

ほ
か
十
一
名
」（「
水
谷
史
」・「
御
家
内
之
記
」）
と
記
録
さ
れ
、

そ
の
後
石
川
氏
の 
延  
享 
元
（
一
七
四
四
）
年
に
も
一
二
軒
、

え
ん 
き
ょ
う

そ
し
て
幕
末
の
慶
応
（
一
八
六
五
〜
一
八
六
八
）
年
間
、
板

倉
氏
の
頃
に
は
一
三
軒
で
一
〇
人
の
家
臣
が
住
ん
で
い
ま
し

た
（「
増
補
版
高
梁
市
史
」）。
今
で
も
町
割
は
当
時
の 
竪 
町
型

た
て

の
城
下
町
の
面
影
や
、 

短  
冊 
型
（
京
型
）
の
屋
敷
割
の
面
影

た
ん 

ざ
く

紺
屋
谷
川
側
か
ら
見
た
中
之
町

（
敬
称
略
）

短　

歌

　

里
芋
の
葉
の
上
に
お
く
白
露
は
朝
日
を
受
け
て
眩
し
く
光

 

梅
野　

八
郎
（
松　
　

山
）

　

六
十
路
に
て
逝
き
ま
せ
る
母
よ
り
尚
生
き
て
守
ら
れ
る
身
を
日
々
に
想
い
ぬ

 

小
野
は
る
惠
（
原
田
南
町
）

　

撫
子
を
一
ぱ
い
か
か
え
君
が
待
つ
小
道
急
い
だ
二
十
才
の
秋
に

 

亀
石
惠
美
子
（
川
上
町
仁
賀
）

　

老
い
ゆ
き
て
好
き
な
野
菜
や
花
づ
く
り
教
わ
り
乍
ら
年
重
ね
ゆ
く

 

戸
田
奈
美
子
（
川
上
町
地
頭
）

　

沿
道
に
マ
リ
ン
ゴ
ー
ル
ド
花
盛
り
花
が
ら
摘
み
つ
国
体
待
ち
お
り

 

坂
田　

昭
夫
（
松
原
町
大
津
寄
）

　

猛
暑
な
り
耐
え
て
忍
ん
で
昨
日
ま
で
夜
明
け
て
吹
込
む
今
朝
の
秋
風

 

田
中　

弘
子
（
川
上
町
領
家
）

　

海
行
か
ば
学
徒
出
陣
見
送
り
し
六
十
余
年
脳
裏
離
れ
ず

 

原
田　

由
き
（
高
倉
町
飯
部
）

　

も
の
の
ふ
の 
勝
関 
に
似
て
彼
岸
花
棚
田
の
畦
を
綴
る
如
咲
く

か
ち
ど
き

 

平 　
    
初  
音
（
高
倉
町
田
井
）

　

窓
く
れ
ば
い
な
ほ
出
そ
ろ
い
ゆ
た
け
さ
よ
平
和
の
夢
に
せ
み
し
ぐ
れ

 

森　
　

道
子
（
宇
治
町
宇
治
）

俳　

句

　

蟻
落
つ
や
瞬
時
引
き
込
む
蟻
地
獄 

長
原　

茂
子
（
備
中
町
西
油
野
）

　

水
や
り
の
残
暑
の
月
日
の
暮
れ
な
ず
む 

平
松　

幾
代
（
長
寿
園
内
）

　

風
の
盆
若
き
灯
火
涙
か
な 

結
城　

成
子
（
宇
治
町
宇
治
）

川　

柳

　

セ
ク
ハ
ラ
が
議
員
バ
ッ
チ
に
泥
を
塗
る   
長
谷
川
祐
子
（
成
羽
町
下
原
）

　

人
間
に
消
し
ご
む
ほ
し
い
と
き
も
あ
る 

吉
岡　

麻
江
（
鶴
寿
荘
内
）

・　

・　

・

・　

・　

・


